
 

「令和５年度第１回教育についての意見交換会」における部活動に関する意見交換について 

 

１ 開催日  令和５年９月１１日（月） 

 

２ 出席者 

【校長会 部活動検討プロジェクト】 

プロジェクト所属の校長７名 

【教育委員会事務局】 

教育長、教育次長、総括審議員、学校教育部長、指導課長、教育改革推進課長ほか 

 

３ 部活動検討プロジェクトからの要望・提案 

（１）学校部活動の継続 （但し、教員の負担軽減は急務） 

（２）合同部活動等のモデル校指定 

（３）教諭・講師に変わる指導者について 

① 部活動指導員の増員（令和５年度 ８名） 

② 「指導者」に係る諸課題をコーディネートする人材の配置 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 小学校職員、市役所職員、地域人材（保護者）、大学生の活用 

 

４ 「『指導者』を必要とする部活動調査」結果（R5.5実施 対象:市立中学校４２校） 

  ※ 数字は「必要とする人数」 

  

 

 

 

資料２ 

バレー

ボール

ソフト

ボール
柔道 剣道 サッカー

バドミ

ントン

ソフト

テニス
水泳 卓球

ハンド

ボール

25 4 2 9 10 20 21 15 19 6

バスケット

ボール
軟式野球

硬式

テニス
ラグビー 陸上競技 吹奏楽 美術 その他 合計

28 12 1 2 10 13 5 8 210

【期待するコーディネートの内容】 

・勧誘：大学等へ出向いての勧誘、調整。 

・採用：面接、履歴の確認等を実施。指導者としての一定の質の確保。 

・研修、異動、解雇：（非常勤）講師や会計年度任用職員同様の採用・研修・配置 

等に関するルールを作成。ルールにのっとった人事の実施。 

・各校、部活動振興会への周知協力。 

・学校（指導者）、生徒、保護者の３者間のトラブル等の仲介。 

・合同部活動推進のための調整。 

 


